
陳
淵
の
思
想
-
北
宋
末
南
宋
初
に
お
け
る
道
学
継
承
の
一
様
態
-

市
　
来
　
津
由
彦

一
は
じ
め
に

本
稿
は
、
北
宋
末
南
宋
初
の
福
建
北
部
地
域
出
身
の
士
人
陳
淵
の
思
想
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
南
宋
半
ば
に
こ
の
地
域
か
ら
出
て

く
る
朱
某
の
思
想
形
成
の
場
を
照
射
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

科
挙
を
通
過
し
て
統
治
の
担
い
手
と
な
る
宋
代
的
士
大
夫
の
あ
り
方
に
対
応
し
て
生
ま
れ
た
い
わ
ゆ
る
道
学
の
集
成
と
し
て
の
朱
子
学

の
内
容
と
意
義
が
、
こ
の
宋
代
思
想
史
の
基
本
問
題
と
な
る
。
そ
の
朱
子
学
の
由
来
が
語
ら
れ
る
と
き
、
道
学
を
形
成
し
た
北
宋
半
ば
の

二
程
、
二
程
初
伝
の
高
弟
楊
時
、
そ
の
門
人
羅
従
源
、
そ
の
教
え
を
受
け
た
李
個
、
そ
し
て
朱
某
へ
と
い
う
師
承
学
銃
の
展
開
に
つ
い
て

(
1
)

論
述
が
な
さ
れ
て
き
た
。
資
料
か
ら
す
る
と
そ
の
よ
う
な
師
承
学
統
が
あ
る
の
は
事
実
で
あ
り
、
そ
う
し
た
論
述
が
な
さ
れ
る
の
は
自
然

な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
自
身
の
思
想
的
立
場
を
定
立
し
た
後
の
朱
某
は
、
二
程
と
自
身
と
を
結
ぶ
こ
の
学
統
の
展
開
を
「
遺
統
」
と
し

て
認
め
る
こ
と
は
し
な
い
。
道
統
史
と
い
う
、
思
想
家
の
営
み
と
し
て
構
成
さ
れ
る
思
想
史
と
、
北
宋
か
ら
朱
某
に
至
る
思
想
の
発
生
論

的
展
開
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
を
分
離
し
な
い
で
ひ
と
つ
に
み
る
の
は
、
「
朱
子
学
」
と
い
う
も
の
の
存
在
を
無
前
提
の
前

提
と
し
て
後
世
か
ら
そ
の
存
在
の
正
当
化
を
は
か
る
と
い
う
陥
罪
に
陥
り
か
ね
な
い
。
朱
嘉
に
至
る
師
承
学
統
の
論
述
の
中
に
は
こ
う
し

た
危
険
に
対
し
て
無
自
覚
な
も
の
も
過
去
に
は
あ
っ
た
。
そ
う
考
え
る
と
き
、
こ
の
師
承
関
係
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
つ
い
て
、
北
宋
末
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南
宋
初
の
も
の
と
し
て
の
そ
の
思
想
史
的
位
置
が
確
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
反
省
か
ら
近
年
、
ま
ず

は
二
程
、
そ
し
て
二
程
初
伝
の
楊
時
に
つ
い
て
、
後
年
の
朱
薫
の
評
価
か
ら
切
り
離
し
て
、
そ
れ
自
体
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
視
点
で
論

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
楊
時
に
つ
い
て
い
え
ば
、
荒
木
見
悟
氏
は
、
北
宋
末
南
宋
初
の
こ
の
時
代
に
士
大
夫
に
仏
教
が
深
く
浸
透
し
、

儒
仏
を
包
む
大
き
な
思
想
界
の
う
ね
り
の
中
に
彼
が
い
た
こ
と
を
活
写
し
、
土
田
健
次
郎
氏
は
、
反
王
安
石
の
学
の
立
場
と
二
程
の
祖
述

(
2
)

者
の
立
場
と
い
う
視
点
か
ら
北
宋
末
南
宋
初
に
生
き
た
楊
時
の
位
置
を
論
じ
た
。
視
点
の
こ
う
し
た
刷
新
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
み
る
と
き
、
楊
時
か
ら
以
後
、
朱
某
に
至
る
系
譜
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
北
宋
末
南
宋
初
の
も
の
と
し
て
検
討
が
加
え
ら
れ

る
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
今
そ
の
視
点
か
ら
こ
の
時
期
の
程
学
を
め
ぐ
る
状
況
を
簡
略
に
い
う
な
ら
ば
、
元
祐
姦
党
碑
な
ど
が
立
て

ら
れ
る
新
法
党
政
権
下
、
旧
法
党
に
属
す
る
程
門
人
士
は
中
央
か
ら
排
除
さ
れ
て
地
方
に
逼
塞
さ
せ
ら
れ
、
二
程
の
段
階
で
は
、
中
央
に

出
仕
す
る
レ
ベ
ル
で
の
士
と
し
て
の
出
処
進
退
を
律
す
る
生
き
方
を
語
る
も
の
で
あ
っ
た
道
学
が
、
い
わ
ば
地
方
逼
塞
の
精
神
保
持
の
学

と
も
な
り
、
程
門
初
伝
、
再
伝
に
よ
っ
て
地
方
に
伝
播
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
靖
康
の
変
に
よ
り
王
朝
が
南
渡
し
、
北
宋
旧
法
党
の

名
誉
回
復
に
よ
り
程
学
は
思
想
界
の
表
に
一
時
復
権
す
る
も
、
南
宋
初
の
主
戦
講
和
の
論
の
中
で
、
種
芋
信
奉
者
の
多
く
は
筋
論
の
立
場

か
ら
講
和
批
判
に
ま
わ
っ
た
た
め
中
央
の
ポ
ス
ト
か
ら
排
除
さ
れ
、
こ
の
学
は
再
び
地
方
逼
塞
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
楊
時
門
流
が
そ
の

出
身
地
域
の
福
建
に
形
成
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
事
態
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
門
流

は
、
朱
某
の
父
朱
松
が
、
北
宋
末
に
福
建
に
赴
任
し
て
出
会
い
、
ま
た
南
宋
初
に
秦
槍
と
あ
わ
ず
に
中
央
政
府
を
辞
任
し
た
と
き
に
隠
接

地
と
し
て
選
択
し
た
地
域
の
学
緑
人
脈
で
あ
っ
た
。
朱
松
が
教
え
を
受
け
た
羅
従
源
や
、
そ
の
教
え
を
受
け
、
後
に
朱
其
の
節
と
な
っ
た

李
伺
ら
の
師
承
学
銃
、
ま
た
彼
ら
の
思
想
は
、
孤
立
的
に
で
は
な
く
こ
の
事
態
の
一
環
と
し
て
捉
え
返
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

楊
時
か
ら
朱
嘉
へ
の
師
承
学
統
論
を
北
宋
宋
南
宋
初
の
地
域
学
縁
結
合
と
い
う
視
点
か
ら
こ
の
よ
う
に
見
直
す
と
き
、
旧
来
の
系
譜
の

相
対
化
の
た
め
に
、
羅
従
源
以
外
の
こ
の
地
域
の
楊
時
直
伝
の
人
士
に
対
す
る
楊
時
思
想
の
継
承
様
態
が
、
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
る
。
そ

の
恰
好
の
事
例
と
し
て
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
い
の
が
、
楊
時
と
深
い
関
係
に
あ
り
か
つ
比
較
的
資
料
が
残
る
操
淵
と
い
う
人
で
あ
る
。
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〓
　
北
宋
末
南
宋
初
の
中
で
一

陳
淵
、
字
は
残
党
、
一
に
知
黙
。
黙
堂
先
生
と
称
さ
れ
る
。
福
建
南
剣
州
沙
県
の
人
。
北
宋
の
照
寧
一
〇
年
(
一
〇
七
七
)
に
生
ま
れ
、

南
宋
の
紹
興
一
五
年
(
二
四
五
)
に
六
十
九
歳
で
没
く
な
る
。
r
宋
史
」
巻
三
七
六
に
本
伝
が
あ
り
、
「
宋
元
学
案
』
は
巻
三
八
に
「
黙

堂
学
案
」
を
立
て
る
。
そ
の
他
、
明
活
の
r
関
南
道
学
源
流
こ
「
間
中
理
学
淵
源
考
』
等
の
福
建
地
域
道
学
者
関
連
書
に
も
伝
が
収
載
さ

れ
、
ま
た
後
述
の
叔
祖
陳
垣
の
子
孫
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
「
陳
忠
粛
公
言
行
録
』
八
巻
の
巻
三
に
「
黙
堂
先
生
行
実
」
が
載
る
が
、
い

ず
れ
も
二
次
三
次
資
料
で
あ
る
。
陳
淵
の
著
述
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
は
、
そ
の
門
人
沈
度
が
陳
淵
の
没
後
に
編
ん
だ
『
黙
堂
先
生
文

(
3
)

集
」
二
十
二
巻
(
紹
興
一
七
年
序
。
以
下
r
陳
集
」
と
略
記
)
が
残
る
。
本
節
で
は
こ
の
『
黙
堂
先
生
文
集
』
中
の
陳
淵
の
足
跡
理
解
に

資
す
る
資
料
を
、
右
の
諸
伝
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
事
跡
を
考
え
た
い
。

(
-
)

さ
て
陳
淵
に
と
っ
て
、
北
宋
末
に
旧
法
党
の
立
場
か
ら
諌
官
と
し
て
発
言
し
た
陳
璋
(
一
〇
五
七
～
二
二
二
)
と
程
子
初
伝
の
高
弟

楊
時
に
親
し
く
師
事
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
晩
年
の
大
い
な
る
自
負
で
あ
っ
た
。

淵
　
少
き
時
　
叔
祖
了
斉
に
学
ぶ
。
其
の
後
二
十
五
、
六
歳
に
、
始
め
て
教
え
を
亀
山
楊
先
生
よ
り
承
く
る
を
獲
て
、
因
り
て
室
を

授
け
ら
る
。
凡
そ
両
公
の
門
に
出
入
す
る
こ
と
、
蓋
し
淵
の
久
し
き
に
如
く
は
な
し
。
…

(
『
陳
集
』
巻
一
八
「
与
胡
少
汲
尚
書
」
第
三
書
)

そ
こ
で
こ
の
両
者
と
の
交
渉
を
中
心
に
し
て
陳
淵
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
陳
確
と
の
交
渉
に
つ
い
て
述
べ
る
。
陳
淵
と
陳
埠
は
同
じ
一
族
の
近
い
族
員
で
あ
り
、
陳
確
が
科
挙
に
合
格
す
る
元
豊
二
年
(
一

〇
七
九
)
　
に
陳
淵
は
三
歳
で
あ
る
か
ら
、
「
叔
祖
」
の
陳
堰
は
陳
淵
を
そ
の
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
資
料
的
に

両
者
の
繋
が
り
が
確
認
で
き
る
の
は
、
陳
淵
十
三
歳
の
と
き
の
こ
と
で
、
当
時
、
明
州
の
「
停
」
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
(
三
朝
名
臣

言
行
録
』
巻
三
一
)
陳
埠
の
も
と
で
暮
ら
し
学
ん
だ
と
い
う
(
『
陳
集
』
巻
一
五
「
上
郡
侍
郎
」
)
。
「
出
入
起
居
に
、
蓋
し
未
だ
嘗
て
側
ら
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に
在
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
」
(
同
)
と
い
う
陳
淵
の
回
想
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
は
単
に
一
族
の
子
弟
と
し
て
儒
学
の
て
ほ
ど
き
を
受
け
る
と

い
う
の
に
と
ど
ま
ら
な
い
人
格
的
な
交
わ
り
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
陳
淵
は
十
八
歳
の
頃
に
郷
里
で
太
字
入
学
の
資
格
を

得
て
上
京
。
陳
確
も
と
き
に
た
ま
た
ま
太
学
博
士
で
あ
っ
た
。
ま
た
楊
時
と
同
じ
く
二
程
高
弟
の
薛
酢
も
太
字
博
士
で
あ
り
そ
の
響
咳
に

も
接
し
た
(
『
陳
集
』
巻
一
五
「
与
薛
定
夫
先
生
」
)
。
そ
の
後
、
陳
確
は
、
新
法
党
旧
法
党
の
対
立
が
厳
し
い
元
符
三
年
(
二
〇
〇
)

に
左
正
吉
と
な
る
の
を
皮
切
り
に
台
諌
系
の
官
を
歴
任
し
新
法
党
批
判
の
活
動
の
結
果
、
崇
寧
元
年
(
二
〇
二
)
党
籍
に
坐
し
て
広
東

に
流
さ
れ
る
。
同
五
年
、
許
さ
れ
て
明
州
に
滞
在
。
陳
淵
は
こ
の
と
き
陳
堰
に
会
面
す
る
(
三
十
歳
。
『
亀
山
集
』
巻
四
二
「
送
陳
幾
里

南
帰
」
)
。
し
か
し
そ
れ
も
つ
か
の
間
、
陳
堰
は
大
観
四
年
(
二
一
〇
)
、
息
子
正
彙
の
薬
京
誹
誘
事
件
に
連
座
し
て
再
び
配
流
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
(
五
十
四
歳
)
、
こ
れ
以
降
十
年
余
り
、
通
州
、
台
州
、
南
康
、
楚
州
と
転
々
と
移
さ
れ
、
復
権
す
る
こ
と
な
く
配
所
で

没
く
な
る
。
陳
淵
は
新
法
党
政
権
の
監
視
下
の
こ
の
間
も
陳
堰
と
交
渉
を
持
ち
、
政
和
二
年
(
二
一
二
)
に
は
二
程
を
称
え
る
「
貢
沈

文
」
を
陳
堰
よ
り
贈
ら
れ
、
後
に
は
王
安
石
r
日
録
』
を
論
駁
し
た
新
法
党
批
判
の
書
と
し
て
摘
発
さ
れ
た
r
四
明
尊
亮
集
し
の
原
稿
も

託
さ
れ
て
い
る
(
『
陳
集
」
巻
一
六
「
与
李
叔
易
学
士
」
)
。
陳
堰
の
名
を
後
世
に
残
す
文
章
の
両
方
と
も
陳
淵
に
託
し
て
い
る
こ
と
か
ら

は
、
「
姪
孫
」
陳
淵
へ
の
親
し
み
と
期
待
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
推
し
量
ら
れ
る
。
そ
の
陳
垣
の
死
は
、
陳
淵
四
十
六
歳
の
と
き
で
あ
っ

た
　
(
『
陳
集
』
巻
二
一
「
祭
叔
祖
右
司
文
」
)
。

陳
埠
が
「
責
沈
文
」
で
称
え
る
程
頴
(
明
道
)
、
及
び
そ
の
弟
程
院
の
高
弟
で
あ
り
、
郷
里
福
建
北
部
に
程
学
を
伝
え
た
楊
時
(
亀
山
。

一
〇
五
三
～
二
三
五
)
に
は
じ
め
て
陳
淵
が
親
し
く
全
面
し
た
の
は
、
連
中
靖
国
元
年
二
一
〇
こ
、
楊
時
が
郷
里
近
く
の
建
州
建

陽
県
の
通
判
・
(
副
知
事
)
に
任
官
し
た
と
き
で
あ
る
(
楊
時
四
十
九
歳
、
陳
淵
二
十
五
歳
)
。
そ
の
会
面
後
に
陳
淵
は
師
事
を
乞
う
書
簡

を
提
出
し
た
(
屈
集
」
巻
一
五
「
上
楊
判
官
」
)
。
そ
こ
に
お
い
て
、
師
事
の
願
い
は
突
然
の
も
の
で
は
な
く
、
「
人
の
名
利
の
心
を
し
て

氷
釈
せ
し
」
め
る
楊
時
の
名
を
郷
里
で
幼
年
時
よ
り
聞
き
、
ま
た
二
十
歳
前
の
頃
(
幾
冠
)
に
太
字
に
い
た
と
き
に
、
同
郷
の
「
友
人
」

彦
剛
(
一
〇
七
一
～
二
四
三
。
字
用
中
、
南
剣
州
順
昌
の
人
)
か
ら
、
「
撃
撃
」
と
し
て
つ
と
め
た
舜
の
「
善
」
(
孟
子
尽
心
上
篇
)
と

四
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は
何
だ
っ
た
の
か
を
楊
時
が
考
え
さ
せ
る
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
「
以
て
吾
が
心
に
当
た
る
者
有
る
が
若
し
」
と
思
っ
て
い
た
、
と
郷
里

人
脈
の
評
価
を
出
発
点
と
し
た
長
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
語
る
。
楊
時
は
同
じ
出
身
地
域
の
名
士
陳
確
と
も
旧
知
で
あ
り
、
陳
淵
が
陳

海
の
族
員
で
あ
る
こ
と
は
熟
知
し
て
い
た
と
予
想
さ
れ
る
。
表
面
は
学
緑
の
結
合
で
は
あ
る
が
、
地
縁
と
政
治
的
立
場
も
絡
ま
っ
た
複
層

的
な
結
合
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
陳
淵
の
師
事
原
い
が
進
士
資
格
獲
得
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

翌
崇
寧
元
年
、
楊
時
は
荊
州
教
授
と
な
り
、
陳
淵
も
荊
州
へ
お
も
む
く
。
そ
の
後
も
楊
時
が
余
杭
県
知
事
と
な
れ
ば
余
杭
へ
　
(
二
〇

七
年
、
三
十
一
歳
)
、
蔚
山
県
知
事
と
な
れ
ば
蔚
山
へ
　
二
　
二
二
年
、
三
十
六
歳
)
と
、
彼
は
こ
の
後
し
ば
ら
く
密
着
す
る
と
い
っ
て

も
よ
い
ほ
ど
に
楊
時
に
接
し
て
宇
野
楊
時
も
そ
の
従
学
の
姿
勢
を
嘉
納
し
た
の
か
、
女
を
陳
淵
に
要
ら
せ
る
に
至
る
。
こ
の
間
、
親
交

の
あ
っ
た
同
郷
の
羅
従
源
も
楊
時
に
従
学
し
、
政
和
六
年
(
二
一
六
)
　
に
は
そ
の
羅
の
も
と
へ
、
後
に
朱
真
の
師
と
な
る
李
個
が
二
十

四
歳
の
若
さ
で
従
学
す
る
が
、
こ
の
李
伺
入
門
の
こ
と
を
陳
淵
に
語
っ
た
羅
の
文
面
か
ら
は
、
陳
と
羅
の
両
者
が
か
な
り
親
し
い
こ
と
が

(
5
)

見
て
と
れ
る
　
(
「
預
章
集
」
巻
一
二
　
「
与
陳
黙
堂
書
」
)
。

そ
の
後
、
政
和
末
か
ら
宣
和
の
は
じ
め
に
か
け
て
の
陳
淵
の
足
跡
は
あ
ま
り
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
建
炎
二
年
(
二
二
八
)
　
の
日
付

を
も
つ
「
祭
李
先
之
祭
清
文
」
に
「
始
功
郎
吉
水
永
豊
県
主
簿
陳
淵
」
(
『
陳
集
」
巻
二
こ
と
あ
り
、
ま
た
『
陳
集
』
巻
一
八
「
与
許
少

ヂ
左
丞
(
許
景
衡
)
」
第
五
書
に
「
今
年
二
月
幸
書
三
考
」
、
同
「
与
李
丞
相
(
李
綱
)
」
第
五
書
に
「
到
永
豊
巳
書
三
考
又
八
月
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
靖
康
の
変
(
二
二
七
)
　
の
前
後
、
あ
る
い
は
宣
和
年
間
の
半
ば
か
ら
は
、
吉
州
永
豊
県
の
主
薄
と
な
っ
て
現
地

に
い
た
と
み
ら
れ
る
。

紹
興
元
年
(
二
三
一
)
五
十
五
歳
、
秦
槍
の
引
き
で
枢
密
院
計
議
官
に
な
る
が
(
『
建
炎
以
来
緊
年
要
録
』
巻
五
こ
、
主
戦
講
和
の

議
論
の
波
を
受
け
た
の
か
、
翌
年
に
は
帰
郷
す
る
(
『
陳
集
』
巻
一
八
「
与
胡
処
晦
学
士
」
)
。
師
の
楊
時
も
建
炎
二
年
以
来
帰
郷
し
、
ち
ょ

う
ど
王
安
石
の
新
学
批
判
の
書
、
三
経
議
弁
を
著
述
し
て
い
た
。
陳
淵
も
そ
の
周
辺
に
い
た
と
予
想
さ
れ
る
。
紹
興
五
年
、
胡
安
国
の
推

薦
で
枢
密
院
編
集
官
と
な
る
。
こ
の
年
に
楊
時
が
死
去
す
る
が
、
そ
の
楊
時
資
料
の
編
纂
に
あ
た
っ
た
の
が
陳
淵
で
あ
る
(
『
陳
集
』
巻

五
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一
七
「
与
胡
康
侯
侍
読
」
第
五
書
)
。
七
年
に
は
賜
進
士
出
身
を
受
け
、
九
年
に
は
監
察
御
史
、
つ
い
で
右
正
吉
と
な
り
、
王
学
批
判
の

急
先
鋒
と
し
て
道
学
を
称
揚
す
る
。
北
宋
の
程
学
、
旧
法
党
の
復
権
、
新
法
党
批
判
と
い
う
潮
流
の
中
、
陳
噂
、
楊
時
両
者
の
思
想
上
の

正
嫡
に
あ
た
る
と
も
い
え
る
陳
淵
に
相
応
し
い
役
割
を
演
じ
た
と
い
え
る
。
一
〇
年
、
崇
政
殿
説
書
と
な
る
が
、
ほ
ど
な
く
秦
槍
魔
下
の

鄭
億
年
を
弾
劾
し
て
罷
免
さ
れ
帰
郷
す
る
。
紹
興
一
五
年
、
六
十
九
歳
で
死
去
し
た
。

陳
淵
の
交
遊
人
脈
は
、
陳
確
と
の
関
わ
り
で
は
、
台
諌
系
の
官
と
し
て
の
陳
確
の
活
動
に
生
ず
る
旧
法
党
人
脈
の
広
が
り
も
あ
る
が
、

そ
の
陳
曜
自
身
も
一
族
と
し
て
は
福
建
の
北
部
の
人
で
あ
り
、
楊
時
と
の
関
わ
り
で
は
、
そ
の
楊
時
こ
そ
が
道
学
南
伝
の
首
魁
と
目
さ
れ

る
人
で
、
陳
淵
を
は
じ
め
楊
時
の
郷
里
近
辺
の
福
建
北
部
地
域
の
門
人
が
多
数
お
り
、
も
と
よ
り
陳
淵
も
そ
の
人
々
と
親
交
が
あ
り
、
福

建
北
部
地
域
に
根
ざ
す
結
合
を
基
礎
と
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
大
き
な
特
色
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
楊
時
門
流
の
人
脈
は
、
後
年
、
道

学
を
集
成
す
る
朱
某
の
父
の
朱
松
が
、
北
宋
末
・
に
福
建
に
赴
任
し
て
出
会
っ
た
道
学
の
、
す
で
に
そ
こ
に
形
成
さ
れ
て
い
た
学
縁
人
脈
で

(
7
)

も
あ
る
。
南
宋
初
に
秦
槍
と
あ
わ
ず
に
中
央
政
府
を
辞
任
し
た
と
き
に
、
朱
松
が
隠
棲
地
と
し
て
選
択
し
た
の
は
楊
時
に
発
す
る
こ
の
道

学
人
脈
が
あ
る
福
建
北
部
と
い
う
場
で
あ
り
、
こ
の
人
脈
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
後
に
朱
某
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

三
　
　
陳
淵
の
儒
学

a
、
初
発
の
問
い

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
陳
淵
は
二
十
五
歳
の
と
き
に
郷
里
の
先
学
楊
時
に
会
う
機
会
を
得
て
師
事
を
乞
う
。
そ
の
書
簡
で
彼
は
、
士
と

し
て
心
が
動
揺
し
な
い
主
体
の
あ
り
方
と
そ
の
保
持
の
方
法
に
つ
い
て
教
示
を
求
め
た
(
r
陳
集
」
巻
一
五
「
上
楊
判
官
」
)
。
陳
淵
は
い

う
。
だ
れ
も
が
人
と
し
て
の
「
性
」
を
も
ち
、
孟
子
に
「
欲
す
可
き
を
之
れ
善
と
謂
い
、
諸
を
己
に
有
つ
を
之
れ
信
と
謂
う
」
　
(
尽
心
下

篇
)
　
と
い
う
が
、
ひ
と
し
く
「
是
の
善
」
を
「
有
」
す
る
。
「
信
」
　
と
は
「
其
の
我
に
在
る
者
の
有
る
を
知
る
こ
と
」
　
で
あ
り
、
こ
こ
ろ

落
ち
着
い
た
様
態
、
「
安
心
の
地
」
　
で
あ
る
。
孔
子
が
そ
の
門
人
と
の
応
対
に
お
い
て
開
示
し
た
の
は
こ
の
間
題
で
あ
る
。
ま
た
舜
が

天
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「
善
」
を
な
し
た
と
い
う
の
も
彼
だ
け
が
な
し
た
の
で
は
な
く
、
「
夫
れ
閲
見
は
外
に
在
る
も
、
之
を
心
に
悟
る
。
心
は
則
ち
所
謂
る
聞

く
と
は
臼
か
ら
聞
き
、
見
る
と
は
白
か
ら
見
る
こ
と
な
り
。
其
の
閲
見
す
る
所
以
の
極
を
充
た
す
は
、
人
　
軌
か
不
可
な
ら
ん
」
、
外
世

界
の
こ
と
を
聞
く
、
見
る
と
い
う
の
も
、
わ
か
る
の
は
他
で
も
な
い
そ
の
人
み
ず
か
ら
が
わ
か
る
の
で
あ
り
、
そ
の
「
白
か
ら
」
と
い
う

占
だ
お
い
て
は
、
だ
れ
も
が
そ
の
わ
か
る
主
体
な
の
だ
。
だ
か
ら
顔
子
は
舜
を
め
ざ
し
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
先
学
、
聖
賢
は
み
な
同
じ

で
あ
る
。
「
伊
努
の
覚
す
る
所
、
周
公
の
思
う
所
、
孔
子
の
貫
す
る
所
、
顔
子
の
楽
し
む
所
も
、
亦
た
是
の
道
な
り
、
其
れ
舜
の
為
す
所

と
以
て
異
な
る
こ
と
有
ら
ん
や
」
。
人
の
本
来
性
と
そ
の
発
揮
を
こ
う
論
じ
て
陳
淵
は
、
楊
時
に
お
け
る
そ
の
自
覚
に
つ
い
て
「
願
わ
く

は
聞
か
ん
、
初
め
て
此
の
道
に
入
る
所
以
、
其
の
執
持
し
て
信
を
取
る
所
の
者
は
果
た
し
て
何
く
に
在
り
や
」
と
問
い
か
け
る
の
で
あ
る
。

b
、
楊
時
思
想
の
継
承

こ
う
し
て
楊
時
に
儒
学
に
よ
る
士
の
生
き
方
の
指
針
を
求
め
た
陳
淵
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
密
着
す
る
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
に
こ
の

後
し
ば
ら
く
楊
時
に
接
し
て
学
ぶ
。
そ
の
楊
時
の
教
導
を
彼
が
ど
う
受
け
と
め
た
の
か
を
語
る
文
章
と
し
て
、
初
め
の
問
い
か
け
か
ら
六

年
後
の
大
観
元
年
(
二
〇
七
)
に
書
か
れ
た
「
存
誠
斎
銘
」
が
あ
る
(
r
陳
集
」
巻
二
〇
)
。
こ
の
年
、
楊
時
は
臨
安
府
余
杭
県
の
知
事

と
な
る
が
、
陳
淵
も
そ
の
余
杭
に
お
も
む
き
、
「
因
り
て
県
字
の
東
か
た
の
旧
屋
数
橡
に
即
き
て
、
治
し
て
講
習
の
所
と
為
し
、
其
の
膵

を
掲
げ
て
存
誠
斎
と
日
う
」
、
学
舎
を
作
っ
た
。
こ
の
文
で
陳
淵
は
、
こ
の
学
舎
の
い
わ
れ
と
そ
れ
ま
で
に
楊
時
か
ら
学
ん
だ
こ
と
の
要

点
を
ま
と
め
る
。

そ
の
ま
え
が
き
に
お
い
て
陳
淵
は
、
は
じ
め
「
道
を
為
す
の
方
」
を
楊
時
に
質
し
た
と
こ
ろ
、
『
大
学
』
を
「
聖
学
の
門
庭
」
と
し
て

示
さ
れ
、
そ
こ
で
こ
の
書
を
読
み
、
い
わ
ゆ
る
八
条
目
の
「
其
の
本
は
吾
が
意
を
誠
に
す
る
に
在
る
の
み
」
と
み
て
と
っ
た
。
し
か
し

「
末
だ
其
の
必
ず
行
う
可
き
を
知
ら
ず
」
だ
っ
た
の
で
楊
時
に
さ
ら
に
問
う
と
、
「
大
道
の
淵
源
」
で
あ
る
『
中
庸
』
を
読
め
と
い
わ
れ

た
。
そ
こ
で
こ
れ
を
読
み
、
「
至
誠
息
す
む
無
し
」
(
『
中
庸
』
章
句
本
二
十
六
章
)
と
あ
る
部
分
の
論
か
ら
、
天
地
を
貫
く
「
誠
」
の
は

た
ら
き
を
考
え
、
自
ら
の
心
に
つ
い
て
も
、
「
蓋
し
嘗
て
収
視
反
聴
し
、
一
塵
の
慮
も
胸
中
に
萌
え
ず
し
て
、
表
裏
洞
然
と
し
て
、
機
心

七
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白
か
ら
息
す
む
と
き
、
既
に
白
か
ら
以
て
之
を
知
れ
り
と
為
す
」
と
理
解
し
た
が
、
じ
っ
く
り
と
取
り
組
む
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ

に
学
舎
「
存
誠
斎
」
を
作
る
機
会
を
得
て
、
以
上
に
理
解
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
は
、
「
凡
そ
吾
が
飲
食
起
居
、
出
処
語
黙
の

際
に
、
必
ず
常
に
其
の
所
謂
る
誠
な
る
者
の
吾
が
心
に
了
然
た
る
を
見
て
、
然
る
後
に
之
を
出
で
、
日
に
君
子
に
進
み
て
、
小
人
の
帰
を

為
き
ざ
」
る
よ
う
に
精
進
し
た
い
と
し
て
、
楊
時
に
導
か
れ
て
　
『
大
学
」
　
『
中
庸
』
　
に
読
み
込
ん
だ
「
誠
」
　
に
関
す
る
思
索
に
基
づ
い
て

心
の
鍛
錬
を
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
。

そ
の
「
銘
」
　
の
本
文
は
、
陳
淵
が
理
解
す
る
こ
の
　
「
誠
」
　
の
光
景
を
描
く
。
そ
こ
に
は
、
楊
時
の
学
が
彼
の
も
っ
と
も
親
し
い
後
学
に

受
け
と
め
ら
れ
た
像
が
示
さ
れ
て
い
る
。
理
解
の
便
宜
上
、
全
文
を
四
段
に
区
切
っ
て
、
以
下
、
み
て
み
よ
う
。

ふ
た

天
地
の
道
は
、
物
為
る
に
式
つ
な
ら
ず
、
と
　
(
中
庸
)
。
君
子
の
心
を
養
う
は
、
一
を
致
す
の
み
。
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
其
の
幾
を
発

せ
ざ
る
に
、
意
必
固
我
、
之
を
微
に
絶
つ
。
正
に
此
の
時
に
当
た
り
て
、
寂
然
と
し
て
動
か
ず
、
物
有
り
て
之
に
感
じ
、
全
き
体
の

は

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

こ

即
ち
用
ら
く
、
走
れ
を
之
れ
一
と
謂
う
。
一
に
匪
ざ
れ
ば
誠
無
し
。
一
日
焉
に
至
れ
ば
、
天
下
仁
に
帰
す
。

ま
ず
は
テ
ー
マ
の
「
誠
」
が
、
心
の
現
象
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
「
天
地
の
道
」
　
の
働
き
に
由
来
し
、
人
も
そ
の
働
き
を
受
け
て
人

で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
そ
し
て
心
の
「
未
発
」
　
に
お
い
て
人
に
お
け
る
こ
の
道
の
働
き
の
内
在
が
確
信
さ
れ
る
と
し
、
そ
の
確
信
の
感
覚

を
「
二
と
し
て
表
象
す
る
。
「
こ
と
は
心
が
分
裂
し
て
い
な
い
様
態
。
そ
れ
を
人
の
心
の
領
域
で
考
え
る
と
き
、
心
が
主
客
に
分
か

れ
固
定
化
し
た
と
こ
ろ
に
生
ず
る
「
意
必
固
我
」
　
(
r
論
語
』
　
子
苧
)
　
の
弊
害
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
に
分
か
れ
る
以
前
の
と
こ
ろ
に
、
人

に
貫
か
れ
る
天
地
の
道
が
顕
現
し
て
働
く
と
す
る
。
こ
の
こ
と
が
「
誠
」
で
あ
る
。
程
門
直
弟
子
の
議
論
の
共
通
項
と
し
て
「
こ
　
の
強

(
0
)

調
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
強
調
は
程
子
再
伝
の
こ
の
陳
淵
に
も
継
承
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

我
　
聖
賢
を
観
る
に
、
域
を
異
に
し
世
を
殊
に
す
る
も
、
惟
だ
走
れ
を
之
れ
存
す
る
は
、
符
契
を
合
す
る
が
若
し
。
敬
以
て
宅
と
為

し
、
忠
恕
は
其
の
門
た
り
て
、
我
　
之
を
警
し
む
る
自
り
、
推
し
て
人
に
及
ぼ
せ
ば
、
惟
だ
我
と
物
と
、
初
め
よ
り
二
体
無
し
。
各

お
の
其
の
私
を
私
す
れ
ば
、
則
ち
彼
と
己
れ
有
り
。
私
智
磨
尽
し
、
成
性
渾
然
た
れ
ば
、
物
と
し
て
我
に
非
ざ
る
無
し
。

天
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人
の
あ
り
方
が
こ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
心
を
心
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
お
い
て
は
、
時
、
処
の
ち
が
い
は
あ
れ
、
聖
賢

み
な
同
じ
で
あ
り
、
拡
大
し
て
い
え
ば
、
自
ら
も
他
者
も
同
じ
あ
り
方
を
し
て
い
る
。
だ
か
ら
他
者
へ
の
倫
理
的
働
き
か
け
が
で
き
る
。

そ
の
連
鎖
と
し
て
「
物
と
し
て
我
に
非
ざ
る
無
」
　
い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
万
物
一
体
観
を
陳
淵
は
語
る
。
心
の
内
面
へ
の
沈
潜
が
他
者
と

(
9
)

の
関
わ
り
に
つ
な
が
る
と
い
う
の
は
、
道
学
が
も
つ
基
本
構
図
で
あ
る
。
そ
の
内
面
の
あ
り
方
と
し
て
、
「
私
智
」
で
は
な
い
、
「
私
」
　
の

固
定
化
や
絶
対
化
を
融
解
し
た
「
我
」
、
言
葉
の
上
で
知
的
に
理
解
す
る
に
は
や
や
難
解
な
、
い
わ
ゆ
る
万
物
一
体
の
感
覚
の
中
に
あ
る

「
我
」
を
提
示
す
る
。
説
明
は
続
く
。

其
の
天
の
守
る
こ
と
全
け
れ
ば
、
天
理
の
在
る
所
は
、
鏡
の
如
く
像
の
如
く
、
来
る
有
れ
ば
斯
ち
応
じ
て
、
与
に
供
に
は
往
か
ず
。

又
た
月
影
の
万
川
に
散
落
し
、
定
相
分
か
た
ず
、
処
処
に
皆
な
円
相
た
る
が
如
し
。
彼
の
世
儒
は
、
内
外
一
な
ら
ず
、
其
の
私
に
勝

た
ず
し
て
、
機
変
横
出
す
。
執
か
知
ら
ん
、
至
人
は
動
け
ば
真
に
非
ざ
る
莫
く
、
飲
食
起
居
に
、
誠
の
形
わ
れ
ざ
る
無
き
を
。

「
私
智
」
　
で
は
な
い
そ
の
「
我
」
　
の
内
面
は
、
天
地
の
道
の
発
揮
と
し
て
「
誠
」
　
の
様
態
に
あ
り
、
「
天
理
」
と
し
て
人
の
あ
る
べ
き
あ

り
方
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
他
者
と
の
関
わ
り
に
は
よ
ど
み
な
く
自
在
に
対
応
し
、
対
象
に
引
き
ず
ら
れ
な
い
。
そ
の
事
態
を
天
地
の
道

の
側
か
ら
い
え
ば
、
「
天
理
」
と
し
て
そ
の
道
の
働
き
が
そ
な
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
も
の
・
人
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
も
の
・
人
み
な
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
彼
は
水
に
映
る
月
に
誓
え
る
。
そ
し
て
そ
の
あ
る
べ
き
あ
り
方
を
自
覚
し
て
い

る
人
に
あ
っ
て
諸
事
が
あ
る
べ
き
そ
れ
と
し
て
あ
る
こ
と
は
、
卑
近
な
日
常
生
活
に
も
貫
か
れ
る
。
人
に
お
け
る
「
誠
」
　
の
顕
現
を
こ
の

よ
う
に
捉
え
る
こ
と
か
ら
、
銘
は
最
後
に
、
そ
の
顕
現
を
め
ざ
す
具
体
的
な
心
法
の
実
践
を
次
の
よ
う
に
語
る
。
な
お
、
万
川
に
映
る
月

影
の
誓
え
は
、
後
に
「
理
一
分
殊
」
を
誓
え
る
素
材
の
言
葉
と
し
て
朱
某
に
継
承
さ
れ
る
。

よ

我
れ
此
の
斉
を
作
り
、
大
い
に
容
膝
す
可
く
、
其
の
問
に
宴
坐
し
、
虚
し
く
し
て
迫
ら
ず
、
光
を
退
ら
し
て
内
に
照
し
、
几
に
隠
り

て
言
う
無
く
、
気
は
専
ら
に
神
は
擬
し
、
息
調
い
て
淵
た
り
て
、
表
裏
供
に
融
せ
ば
、
焉
ん
ぞ
侍
る
所
有
ら
ん
や
。
或
い
は
前
に
紛

こ
れ
　
こ
い
ね
が

た
る
も
、
行
い
て
以
て
事
無
か
ら
ん
。
古
人
還
し
、
斯
道
伝
う
る
莫
き
も
、
以
て
存
誠
と
銘
し
、
其
れ
焉
を
庶
幾
わ
ん
。

元



陳淵の思想一北宋末南宋初における道学継承の一様態-(市来)

「
誠
」
は
心
の
「
未
発
」
に
顕
現
す
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
実
践
は
そ
の
「
未
発
」
を
め
ざ
し
て
心
を
寂
め
る
修
練
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
た
め
に
行
う
静
座
の
光
景
を
彼
は
語
る
。
後
述
す
る
が
、
「
私
智
磨
尽
」
の
た
め
の
静
座
と
い
う
の
は
、
現
象
と
し
て
は
仏
教
の
禅

定
と
同
方
向
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
理
念
と
し
て
は
、
そ
の
心
の
寂
ま
り
に
お
い
て
、
天
地
の
道
の
働
き
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
の
人
と

人
と
の
関
わ
り
、
あ
る
べ
き
繋
が
り
が
立
ち
現
れ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
陳
淵
は
、
仏
教
の
禅
定
の
修
練
と
類
似
は
し
て

も
、
主
観
的
に
は
、
ま
た
客
観
的
に
も
、
な
お
道
学
の
枠
の
中
に
い
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
こ
の
「
存
誠
斎
銘
」
に
お
い
て
陳
淵
は
、
『
中
庸
』
『
大
学
』
　
に
依
拠
し
、
両
書
を
「
誠
」
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
開
通
さ
せ
つ

つ
、
心
の
「
未
発
」
に
お
け
る
「
天
地
の
道
」
の
「
誠
」
の
顕
現
と
そ
の
た
め
の
静
座
の
修
練
工
夫
を
説
ぐ
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
こ
れ
ら
は
、
ま
え
が
き
に
あ
る
よ
う
に
陳
淵
の
主
観
と
し
て
は
師
の
楊
時
に
示
唆
を
受
け
て
獲
得
さ
れ
た
思
考
だ
が
、
そ
の

場
時
の
思
想
そ
の
も
の
と
比
較
し
て
も
、
以
下
の
二
点
に
お
い
て
そ
の
思
想
の
一
面
を
か
な
り
忠
実
に
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
の
が
う
か

が
え
る
。

す
な
わ
ち
そ
の
第
一
は
「
誠
」
の
強
調
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
楊
時
思
想
の
象
徴
と
し
て
、
彼
が
『
大
学
」
を
解
釈
す
る
と
き
に
、
そ

の
節
の
程
煩
が
「
格
物
」
を
重
視
し
た
の
に
比
べ
、
『
孟
子
」
　
の
「
万
物
は
皆
な
我
に
備
わ
る
。
身
に
反
り
て
誠
な
れ
ば
、
楽
し
み
焉
よ

(
1
0
)

り
大
な
る
は
莫
し
」
　
(
尽
心
上
)
　
の
理
解
を
媒
介
に
「
誠
意
」
を
前
面
に
押
し
出
す
こ
と
が
い
わ
れ
る
。

致
知
は
格
物
に
在
る
も
、
物
は
固
よ
り
勝
げ
て
窮
む
可
ら
ず
。
身
に
反
り
て
誠
な
れ
ば
、
則
ち
天
下
の
物
を
挙
げ
て
我
に
在
り
。
詩

に
日
く
「
天
の
蒸
民
を
生
じ
、
物
有
れ
ば
則
有
り
」
と
。
凡
そ
形
色
の
吾
が
身
に
具
わ
る
、
物
に
非
ざ
る
な
く
し
て
、
各
お
の
則
有

ゆ
え

り
。
目
の
色
に
於
る
、
耳
の
声
に
於
る
、
口
鼻
の
臭
味
に
於
る
、
外
に
接
し
て
造
る
る
を
得
ざ
る
者
は
、
其
れ
必
ず
以
有
り
。
其
の

物
に
体
た
り
て
遺
す
可
か
ら
ざ
る
を
知
れ
ば
、
則
ち
天
下
の
理
は
得
。
天
下
の
理
得
れ
ば
、
則
ち
物
と
吾
と
一
な
り
。
能
く
吾
の
知

思
を
乱
す
有
る
無
く
ん
ば
、
意
は
其
れ
誠
な
ら
ざ
る
有
り
や
。
　
　
　
　
　
　
　
(
「
亀
山
集
し
巻
二
六
「
題
蔚
欲
仁
大
学
窟
後
」
)

「
格
物
」
を
説
き
は
し
て
も
、
そ
の
力
点
は
理
の
究
明
に
つ
と
め
る
主
体
の
あ
り
よ
う
に
あ
り
、
「
誠
」
を
「
物
」
よ
り
も
前
面
に
立
て

看
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る
。
「
物
」
に
個
別
に
「
則
」
が
あ
る
こ
と
の
普
遍
性
も
、
「
吾
」
の
外
に
お
い
て
で
な
く
、
「
吾
が
身
」
の
あ
り
方
を
内
省
し
て
直
ち
に

「
物
と
吾
と
こ
と
い
う
境
地
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
と
す
る
。
主
体
の
関
わ
り
の
対
象
と
し
て
の
「
物
」
の
あ
り
方
を
心
の
外
に
究
明

し
て
い
く
の
で
は
な
く
、
心
の
内
に
内
省
し
て
そ
こ
に
い
わ
ゆ
る
万
物
一
体
を
自
覚
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
陳
淵
は
、
ま
さ
に
こ
の

楊
時
の
思
考
を
承
け
る
。
先
に
ふ
れ
た
が
、
「
こ
の
強
調
と
い
う
こ
と
も
共
通
す
る
。
「
存
誠
斎
銘
」
ま
え
が
き
に
あ
る
よ
う
に
、
楊
時

に
お
け
る
「
誠
意
」
の
強
調
が
ま
ず
あ
り
、
そ
れ
を
r
中
庸
』
の
「
誠
」
に
対
す
る
理
解
で
裏
づ
け
よ
う
と
し
た
の
が
、
こ
の
「
銘
」
な

の
で
あ
る
。

第
二
は
「
未
発
」
の
強
調
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
静
の
強
調
と
も
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
羅
従
源
か
ら

李
胴
へ
の
展
開
を
説
明
す
る
中
で
、
羅
の
師
の
楊
時
か
ら
李
の
門
人
朱
貢
へ
の
流
れ
を
内
容
的
に
系
譜
づ
け
る
視
点
か
ら
「
静
の
思
想
の

深
化
」
と
い
う
こ
と
が
先
学
に
い
わ
れ
、
こ
れ
に
対
し
、
小
論
冒
頭
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
後
世
の
朱
真
か
ら
で
は
な
く
楊
時
を
そ
れ
自
体

と
し
て
捉
え
る
と
す
る
と
、
楊
時
に
は
そ
の
要
素
は
あ
る
も
の
の
、
さ
ほ
ど
特
徴
的
な
も
の
と
は
い
え
な
い
と
し
て
か
つ
て
論
じ
ら
れ
問

(〓)

題
で
あ
る
。
こ
こ
に
こ
の
楊
時
に
密
着
し
て
い
た
陳
淵
の
「
存
誠
斎
銘
」
を
入
れ
て
考
え
る
と
、
羅
従
源
か
ら
李
胴
へ
の
展
開
だ
け
か
ら

楊
時
に
遡
っ
て
単
線
的
に
楊
時
に
こ
の
静
の
深
化
を
み
る
と
す
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
そ
こ
に
は
無
理
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
羅
従
源
の
み

な
ら
ず
、
よ
り
楊
時
に
近
い
と
目
さ
れ
、
ま
た
羅
と
も
親
交
の
あ
る
陳
淵
に
お
い
て
、
羅
が
李
胴
に
「
未
発
」
の
工
夫
を
語
る
よ
り
も
早

期
に
そ
れ
が
語
ら
れ
、
つ
ま
り
は
楊
時
系
の
主
要
門
人
の
複
数
が
そ
の
思
想
の
要
諦
と
し
て
こ
の
こ
と
を
語
る
と
い
う
事
態
が
こ
こ
に
あ

る
。
そ
こ
か
ら
す
る
と
、
静
の
思
想
と
か
「
未
発
」
を
重
視
す
る
思
考
と
.
か
は
、
そ
の
直
接
の
後
継
に
と
っ
て
は
、
師
に
特
徴
的
な
も
の

と
し
て
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
静
の
深
化
と
い
う
こ
と
は
羅
従
源
か
ら
李
個
へ
の
伝
承
と
い
う
孤

立
し
た
単
線
的
な
も
の
と
し
て
み
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
羅
が
陳
淵
に
李
個
の
入
門
を
亭
々
と
し
て
語
り
、
陳
淵
が
羅
と
の
同
郷

人
と
し
て
の
親
交
を
大
切
な
も
の
と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
楊
時
を
軸
と
す
る
福
建
北
部
の
地
縁
学
緑
結
合
と
い
う
幅
を
も
っ
た

グ
ル
ー
プ
で
所
有
さ
れ
て
い
た
理
解
と
し
て
了
解
す
る
の
が
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。
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C
、
陳
淵
晩
年
の
「
性
善
」
理
解

「
誠
」
と
「
未
発
」
重
視
と
い
う
陳
淵
に
お
け
る
楊
時
の
学
の
こ
う
し
た
継
承
は
、
出
会
い
の
頃
だ
け
で
は
な
く
、
陳
淵
の
晩
年
に
ま

で
続
く
。
紹
興
一
五
年
(
二
四
五
)
　
二
月
の
日
付
を
持
つ
陳
淵
最
晩
年
の
「
郡
武
軍
光
沢
県
学
記
」
(
『
陳
集
』
巻
二
〇
)
は
、
陳
淵
の

郷
里
南
剣
州
の
西
北
の
郡
武
軍
が
お
か
れ
て
い
る
郡
武
県
の
さ
ら
に
山
沿
い
で
江
西
と
の
境
に
位
置
す
る
「
地
挿
せ
て
民
貧
し
」
き
県
に

県
学
が
作
ら
れ
た
由
来
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
を
述
べ
た
後
に
陳
淵
は
、
「
学
ぶ
者
は
善
を
為
す
を
学
ぶ
の
み
」
と
学
の
勧
め

を
説
き
、
そ
の
学
と
い
う
の
は
「
人
倫
を
明
ら
か
に
す
」
(
孟
子
膵
文
公
上
篇
)
る
基
礎
で
あ
る
と
し
て
、
「
人
倫
の
明
ら
か
な
る
は
、
親

に
事
う
る
自
り
始
ま
る
。
親
に
事
う
る
は
必
ず
身
を
誠
に
す
る
に
本
づ
く
。
身
を
誠
に
す
る
は
必
ず
善
を
明
ら
か
に
す
る
に
本
づ
く
」
と

述
べ
、
そ
の
「
明
善
」
は
難
事
で
は
な
い
と
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

つ
ね

学
ぶ
者
は
必
ず
昔
に
喜
怒
哀
楽
の
未
発
の
前
に
於
い
て
、
意
必
固
我
の
兼
忘
す
る
の
後
に
、
旋
祝
し
て
之
を
反
聴
し
、
其
の
無
間
に

し
た

入
り
て
非
有
に
行
う
に
当
た
り
、
人
の
始
め
て
生
れ
て
其
の
親
を
愛
し
、
巳
に
長
じ
て
其
の
兄
を
欽
う
が
如
き
は
、
亦
た
豊
に
利
と

J
U

し
て
之
を
為
さ
ん
や
。
善
に
純
ら
に
し
て
利
を
雑
え
ざ
る
は
、
此
れ
舜
の
舜
為
る
所
以
な
り
。
使
し
学
ぶ
者
の
舜
に
如
か
ざ
る
を
憂

し

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

え
て
、
日
に
孜
孜
と
し
て
倦
む
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
其
の
聖
と
作
る
に
於
い
て
や
何
か
有
ら
ん
。
故
に
日
く
、
学
ぶ
者
は
善
を
為
す
を

学
ぶ
の
み
、
と
。

血
縁
肉
親
の
親
を
愛
し
年
長
の
兄
弟
を
慕
う
だ
れ
に
も
あ
る
純
な
る
心
ば
え
は
、
「
喜
怒
哀
楽
の
未
発
の
前
に
於
い
て
、
意
必
田
我
の
兼

忘
す
」
る
と
い
う
心
の
地
平
に
お
い
て
自
覚
さ
れ
る
。
彼
に
と
っ
て
「
明
善
」
は
こ
こ
に
あ
る
。
「
無
間
」
「
非
有
」
の
語
は
、
そ
の
「
喜

怒
哀
楽
の
未
発
」
の
地
を
仏
教
用
語
を
借
り
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
士
人
へ
の
仏
学
用
語
の
浸
透
が
推
し
量
ら
れ
る
が
、
「
喜

怒
哀
楽
の
未
発
の
前
」
に
戻
る
べ
L
と
す
る
表
現
に
、
ま
た
「
明
善
」
を
初
発
の
課
題
と
し
、
舜
の
善
を
あ
げ
る
点
に
は
、
前
項
で
み
た

楊
時
と
の
初
め
て
の
出
会
い
に
お
け
る
問
い
か
け
と
、
そ
の
楊
時
の
教
え
を
吸
収
し
た
「
存
誠
斎
銘
」
の
思
想
が
、
陳
淵
六
十
九
歳
の
死

の
年
と
い
う
こ
の
最
晩
年
に
ま
で
受
け
継
が
れ
、
さ
ら
に
後
学
に
流
布
さ
せ
る
べ
き
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
が
看
取
で
き
る
。
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陳
淵
の
儒
学
の
精
神
は
、
三
十
代
の
「
存
誠
斎
銘
」
以
来
こ
こ
ま
で
基
本
的
に
一
貫
し
た
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

四
　
仏
学
と
の
距
離

「
存
誠
斎
銘
」
の
、
「
虚
し
く
し
て
迫
ら
ず
、
光
を
遇
ら
し
て
内
に
照
し
、
几
に
隠
り
て
言
う
無
く
、
気
は
専
ら
に
神
は
凝
し
、
息
調

い
て
淵
た
り
て
、
表
裏
供
に
融
」
す
と
い
っ
た
表
現
は
、
静
座
の
実
践
感
覚
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
寂
ま
っ
た
心
に
お
い
て
こ
そ
人
倫
が

洞
察
き
れ
る
と
い
う
こ
と
に
こ
こ
の
ね
ら
い
が
あ
る
が
、
心
を
寂
め
る
と
い
う
点
だ
け
凌
み
れ
ば
、
仏
教
の
禅
定
の
実
践
と
も
酷
似
す
る
。

そ
こ
で
、
彼
が
儒
仏
の
同
異
を
ど
う
み
て
い
た
か
、
ま
た
そ
の
理
解
は
客
観
的
に
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
が
問
わ
れ
る
。

も
と
種
子
の
学
は
、
心
の
問
題
の
領
域
に
お
い
て
士
大
夫
が
仏
教
に
取
り
込
ま
れ
る
の
に
対
し
、
「
天
理
」
に
依
拠
し
て
儒
学
側
が
は

か
っ
た
巻
き
返
し
と
い
う
性
格
を
持
ち
、
仏
学
へ
の
対
抗
意
識
は
旺
盛
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
そ
う
し
た
問
題
構
成
か
ら
し
て
、
そ
の
学
は

仏
教
の
影
響
の
刻
印
を
深
く
帯
び
て
い
る
。
程
顔
語
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
「
仏
老
は
其
の
言
は
理
に
近
く
、
又
た
楊
墨
の
比
に
非
ず
、
此

れ
害
を
為
す
こ
と
尤
も
甚
だ
し
さ
所
以
な
り
」
(
『
程
氏
遺
書
」
巻
三
一
)
と
い
う
語
は
、
課
題
領
域
を
同
じ
く
す
る
そ
の
微
妙
な
関
係
に

関
す
る
儒
学
側
か
ら
の
自
覚
の
評
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
領
域
設
定
を
継
承
し
、
微
妙
な
関
わ
り
に
あ
る
儒

学
と
仏
学
と
の
距
離
を
は
か
ろ
う
と
す
る
と
き
、
仏
学
に
魅
力
を
覚
え
る
程
子
門
人
の
中
に
は
、
師
の
程
子
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
儒
学
の

立
脚
地
を
我
が
身
に
確
認
す
る
こ
と
を
標
樺
し
て
仏
学
に
接
近
し
よ
う
と
す
る
者
も
現
れ
る
。
例
え
ば
、
二
程
に
学
ん
だ
薛
酢
に
儒
仏
の

異
な
る
所
以
を
た
ず
ね
た
呂
本
中
は
、
薛
酢
が
答
え
た
言
葉
を
こ
う
伝
え
る
。

仏
書
に
説
く
所
は
、
世
儒
も
亦
た
未
だ
嘗
て
深
く
は
考
え
ず
。
往
年
嘗
て
伊
川
先
生
に
見
ゆ
。
(
伊
川
)
云
う
、
「
吾
の
攻
む
る
所
の

者
は
連
な
り
。
然
れ
ど
も
逆
は
安
く
の
所
に
か
自
り
て
出
で
ん
や
」
と
。
之
を
要
す
る
に
、
此
の
事
は
親
し
く
此
の
地
に
到
る
を
須

ち
て
、
方
め
て
能
く
同
異
を
弁
ず
。
然
ら
ざ
れ
ば
口
舌
を
以
て
争
い
難
き
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
(
『
東
莱
呂
紫
微
師
友
雑
志
』
)

薛
酢
は
程
隋
の
権
威
に
よ
り
つ
つ
、
仏
学
の
内
側
に
入
り
込
ん
で
こ
そ
儒
仏
の
ち
が
い
が
わ
か
る
と
す
る
。
彼
は
儒
仏
の
ち
が
い
を
無
視
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す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
仏
を
頭
か
ら
排
除
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
ち
が
い
を
究
め
る
た
め
と
し
て
、
む
し
ろ
仏
学
に
積
極
的
に
近
づ
く

こ
と
を
容
認
す
る
の
で
あ
る
。

儒
仏
の
同
異
の
把
握
は
、
道
学
形
成
の
経
緯
か
ら
し
て
こ
の
よ
う
に
そ
の
学
の
根
本
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
陳
淵
の

師
の
楊
時
も
、
主
観
と
し
て
は
借
の
立
場
か
ら
儒
仏
の
界
分
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
た
び
た
び
唱
え
る
。
と
同
時
に
、
彼
に
お
い
て
は

右
の
よ
う
に
「
理
」
の
把
握
よ
り
は
窮
め
る
「
心
」
に
関
心
が
卸
か
う
。
そ
の
点
で
も
領
域
的
に
仏
学
の
課
題
に
接
近
す
る
。
そ
の
た
め

彼
は
儒
仏
の
界
分
が
微
妙
で
あ
る
こ
と
も
折
り
に
ふ
れ
て
い
う
。
こ
の
結
果
、
楊
時
の
説
を
受
け
取
る
程
子
再
伝
の
中
に
は
、
儒
仏
の
界

分
を
明
確
化
す
る
よ
り
は
、
両
学
を
ほ
と
ん
ど
重
ね
て
考
え
る
者
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
展
開
が
、
陳
淵
の
仏

教
論
に
ま
さ
に
現
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
儒
仏
の
同
異
に
関
す
る
陳
淵
の
見
解
を
知
る
格
好
の
資
料
と
し
て
、
友
人
靡
剛
が
儒
仏
の
距
離
に
つ
い
て
論
じ
た
も

(
1
2
)

の
に
対
す
る
陳
淵
の
返
書
が
残
る
　
(
『
陳
集
』
巻
一
五
、
答
彦
用
中
)
。
そ
こ
に
は
、
主
観
と
し
て
は
一
方
で
は
儒
仏
を
分
か
ち
つ
つ
、
同

時
に
儒
仏
の
界
分
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
、
こ
の
時
代
の
風
気
を
生
き
る
陳
淵
の
考
え
方
が
う
か
が
え
る
。

ま
ず
、
論
じ
か
け
て
き
た
虚
剛
自
体
が
、
程
子
初
伝
再
伝
の
人
士
に
お
け
る
こ
の
時
代
の
儒
仏
接
近
の
様
相
を
色
濃
く
示
す
。
す
な
わ

ち
、
陳
淵
に
　
「
古
今
は
道
を
一
に
し
、
聖
人
は
心
を
一
に
す
」
と
引
か
れ
、
ま
た
「
公
は
儒
仏
を
以
て
合
し
て
一
と
為
す
」
と
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
靡
剛
は
、
儒
学
の
課
題
に
仏
教
が
本
来
提
起
す
る
課
題
を
み
て
と
り
、
儒
仏
は
課
題
を
共
有
す
る
と
す
る
。
そ
の
う

え
で
陳
淵
に
「
西
方
の
聖
人
、
頓
悟
せ
し
む
.
る
能
わ
ざ
る
者
の
多
き
」
と
引
か
れ
、
ま
た
「
(
公
は
)
儒
者
の
教
え
を
以
て
階
級
を
歴
る

に
非
ず
と
為
す
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
仏
学
が
看
板
と
す
る
心
の
探
究
に
つ
い
て
、
実
は
信
の
方
が
す
ぐ
れ
る
と
説
こ
う
と

す
る
。
し
か
し
儒
の
優
位
を
説
く
よ
う
な
が
ら
、
そ
の
論
は
枠
の
設
定
に
お
い
て
仏
学
に
深
く
取
り
込
ま
れ
た
論
の
よ
う
に
み
え
る
。

陳
淵
も
、
「
其
の
(
虚
の
)
所
謂
る
　
〓
死
生
問
題
と
い
う
)
　
大
患
は
復
さ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
こ
と
は
免
れ
ず
云
々
」
　
は
、
孔
孟
の
教
え
、

苗
の
事
を
明
ら
か
に
す
る
者
に
非
ざ
る
莫
き
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
仏
教
が
提
起
す
る
生
死
と
い
う
根
本
課
題
を
儒
学
に
み
て
と
り
、

西



陳淵の思想一北宋末南宋初における道学継承の一様態-(市来)

儒
仏
両
学
が
学
の
課
題
を
共
有
す
る
と
み
る
点
は
虚
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
先
、
儒
仏
を
比
較
し
て
儒
の
優
位
点
を
こ
と
さ
ら
に

強
調
す
る
と
い
う
こ
と
は
し
な
い
。
彼
と
し
て
は
、
「
孔
孟
の
教
え
、
苗
の
事
を
明
ら
か
に
す
る
者
に
非
ざ
る
莫
」
し
な
の
で
、
こ
れ
に

従
事
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
そ
の
根
本
は
、
子
思
が
伝
え
た
r
中
庸
』
に
あ
る
。
そ
こ
で
い
わ
れ
る
中
庸
と
は
、
「
学
は
道
に
至
れ
ば
、

則
ち
応
変
曲
当
、
臼
か
ら
過
と
不
及
と
無
し
。
中
庸
は
其
の
中
に
在
り
」
、
道
と
い
う
根
本
を
つ
か
む
こ
と
か
ら
出
て
く
る
も
の
で
あ
り
、

儒
仏
の
関
係
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
「
道
に
至
」
る
と
い
う
こ
の
根
本
に
向
か
え
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

一
方
、
彦
剛
は
、
陳
淵
の
引
用
と
ま
と
め
に
よ
れ
ば
「
釈
氏
は
屏
陣
を
撤
去
し
、
底
裏
を
洞
見
す
。
之
を
望
む
者
は
以
て
直
ち
に
造
る

可
L
と
謂
う
。
故
に
人
皆
な
狂
心
有
り
」
と
い
い
、
し
か
し
そ
の
「
底
裏
を
洞
見
す
」
る
「
頓
悟
」
に
つ
い
て
は
、
「
西
方
の
聖
人
、
頓

悟
せ
し
む
る
能
わ
ざ
る
者
」
が
「
多
」
く
、
「
儒
者
の
教
え
」
こ
そ
が
「
階
級
を
歴
る
に
非
」
ざ
る
も
の
だ
と
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
陳

淵
は
、
こ
の
彦
剛
の
論
の
中
に
、
仏
学
に
共
感
的
に
深
い
関
心
を
寄
せ
つ
つ
、
し
か
し
強
い
て
儒
学
の
優
位
を
説
こ
う
と
す
る
無
理
が
あ

る
の
を
み
て
と
っ
た
ら
し
い
。
陳
淵
か
ら
す
れ
ば
、
「
人
の
道
の
室
に
至
ら
ざ
る
所
以
の
者
は
、
蓋
し
犀
障
を
以
て
限
り
と
為
」
す
か
ら

で
あ
り
、
儒
仏
に
関
わ
ら
ず
、
「
其
の
心
臼
か
ら
隔
つ
を
以
」
て
そ
う
な
る
の
だ
か
ら
、
仏
教
独
自
の
問
題
で
は
な
い
。
「
頓
悟
」
と
い
う

の
も
確
か
に
も
と
「
西
方
の
教
え
」
だ
が
、
「
悟
の
頓
不
頓
」
は
「
人
に
在
る
」
の
で
あ
っ
て
、
「
(
頓
悟
)
せ
し
む
」
る
と
い
う
効
率
の

視
点
で
儒
仏
を
比
較
す
る
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。
「
六
経
」
は
、
「
階
級
を
歴
る
に
非
」
ざ
る
も
の
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
「
時
異
な

り
物
変
ず
」
る
の
で
繁
多
に
な
っ
て
い
る
が
、
ね
ん
ご
ろ
な
た
め
に
「
之
に
即
し
て
聖
人
を
求
」
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
「
本
然

の
者
に
於
て
志
を
致
」
す
、
本
来
の
心
に
お
い
て
よ
く
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
も
の
だ
と
い
う
。

陳
淵
は
こ
う
し
て
、
儒
か
仏
か
と
い
う
、
説
の
是
非
の
次
元
で
儒
仏
両
学
を
相
対
評
価
す
る
こ
と
を
避
け
、
そ
も
そ
も
の
「
人
」
「
心
」

に
定
位
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
心
の
鍛
錬
に
関
わ
る
儒
仏
の
説
の
そ
れ
ぞ
れ
の
言
い
分
を
認
め
る
。
仏
学
が
提
起
す
る
課
題
を
儒
学
に
見
出

す
の
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
儒
の
方
が
優
れ
る
と
主
張
す
る
の
で
は
な
い
。
依
拠
す
べ
き
儒
の
立
場
と
し
て
中
庸
を
前
面
に
押
し
立
て

つ
つ
、
そ
の
本
質
だ
け
を
み
て
い
け
ば
よ
く
、
そ
こ
に
充
足
し
て
い
れ
ば
仏
学
に
傾
く
こ
と
も
な
い
と
す
る
。
学
の
課
題
は
儒
仏
と
も
に

五
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共
有
す
る
と
し
、
客
観
的
に
は
仏
学
の
影
響
を
大
い
に
受
け
な
が
ら
、
主
観
と
し
て
は
借
で
充
分
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
の
が

陳
淵
に
お
け
る
儒
仏
論
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
同
時
に
彼
は
、
仏
学
に
よ
っ
て
不
屈
の
精
神
を
保
ち
、
諌
官
と
し
て
新
法
批
判
の
姿
勢
を
と
り
続
け
、
陳
淵
の
精
神
形
成
に
多

大
の
影
響
を
与
え
た
一
族
の
陳
確
を
語
る
時
に
は
、
儒
を
尊
重
す
る
そ
の
主
観
も
退
き
、
仏
学
が
主
体
の
心
を
支
え
る
力
を
大
い
に
称
え

も
す
る
(
『
陳
集
』
巻
二
二
「
題
了
斎
所
書
仏
語
巻
後
」
)
。
そ
灯
姿
勢
か
ら
す
る
と
、
儒
学
で
充
分
と
い
っ
た
場
合
に
そ
の
主
張
の
裏
に

(
1
3
)

通
常
予
想
も
さ
れ
る
仏
学
を
排
除
す
る
と
い
う
思
考
も
な
い
。
仏
学
の
力
を
認
め
た
上
で
儒
学
で
充
分
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
次
の
詩
は
、
道
学
の
真
髄
を
仏
学
側
の
言
葉
を
用
い
て
称
え
る
も
の
で
あ
る
。
(
『
陳
集
』
巻
六
「
贈
別
楊
至
準
二
首
」
二
)
。

貪
噴
痴
尽
即
如
如

究
境
心
源
一
法
無

応
悟
湊
渓
真
古
仏

始
知
伊
洛
是
醇
儒

貪
噴
痴
尽
く
れ
ば
即
ち
如
如
た
り

究
境
の
心
源
は
一
法
も
無
し

応
に
悟
る
べ
し
渡
渓
は
真
の
古
仏
な
る
を

始
め
て
知
る
伊
洛
は
是
れ
醇
儒
な
る
を

通
常
の
意
識
と
し
て
は
右
の
彦
剛
へ
の
返
書
の
よ
う
に
儒
学
を
歩
む
と
す
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
も
と
仏
学
が
提
起
す
る
「
心
源
」
か

ら
周
凍
渓
、
程
子
を
照
射
し
、
「
一
法
も
無
」
い
そ
の
「
心
源
」
に
お
い
て
儒
仏
の
界
分
を
ひ
と
た
び
無
化
し
た
上
で
信
と
し
て
の
程
学

に
戻
り
、
儒
仏
が
課
題
を
同
じ
く
す
る
と
み
る
。
.
こ
こ
に
は
、
こ
れ
以
上
進
む
と
儒
仏
の
界
分
を
表
だ
っ
て
も
無
化
す
る
こ
と
に
な
る
と

い
う
意
味
で
、
本
部
は
じ
め
に
述
べ
た
、
程
門
初
伝
再
伝
に
お
け
る
仏
学
に
対
す
る
道
学
の
接
近
の
き
わ
ま
っ
た
姿
が
う
か
が
え
る
。
仏

教
に
傾
倒
し
た
陳
確
の
影
響
も
あ
ろ
う
が
、
顧
み
れ
ば
「
存
誠
斎
銘
」
の
「
意
必
国
我
」
「
私
智
」
に
対
す
る
「
未
発
」
の
構
図
と
こ
こ

の
「
貪
噴
痴
」
に
対
す
る
「
如
如
」
「
心
源
」
と
い
う
構
図
と
は
並
行
的
で
あ
り
、
こ
の
詩
は
、
「
理
」
よ
り
は
内
面
の
「
誠
」
、
心
の

(‖)

「
未
発
」
を
重
視
す
る
楊
時
門
流
の
程
学
に
内
包
さ
れ
て
い
る
志
向
が
、
陳
淵
に
お
い
て
開
い
た
も
の
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

天
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五
　
小
結
-
朱
薫
思
想
の
裾
野
と
し
て
の
福
建
北
部
道
学
人
脈

二
程
の
死
後
、
程
門
の
高
弟
は
、
社
会
的
に
は
程
坑
を
押
し
立
て
つ
つ
、
思
想
内
容
的
に
は
程
顔
の
学
に
傾
き
、
「
理
」
よ
り
は
「
心
」

の
権
能
を
尊
重
す
る
展
開
を
す
る
。
そ
れ
は
、
二
程
に
お
い
て
唱
え
ら
れ
た
「
理
」
と
い
う
も
の
が
内
在
す
る
場
と
し
て
の
「
心
」
の
吟

味
が
、
仏
学
の
影
響
を
受
け
つ
つ
儒
の
側
で
深
化
し
て
い
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。
逆
説
的
だ
が
、
旧
法
党
人
士
を
地
方
逼
塞
に
追
い
や
る

政
治
状
況
が
こ
の
こ
と
を
後
押
し
す
る
。
程
学
が
地
方
へ
広
が
る
こ
と
に
も
こ
の
状
況
は
貢
献
し
薫
程
子
再
伝
は
こ
の
状
況
下
の
程
学

の
担
い
手
に
あ
た
る
。
楊
時
と
い
ケ
人
を
得
て
、
福
建
北
部
地
域
は
こ
の
動
向
が
典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
る
場
と
な
っ
た
。

陳
淵
は
こ
の
福
建
北
部
の
出
身
の
人
で
楊
時
の
助
手
の
よ
う
な
存
在
と
な
り
、
こ
の
道
学
人
脈
の
有
力
な
担
い
手
と
な
っ
た
。
彼
は
そ

の
「
存
誠
斎
銘
」
に
お
い
て
、
楊
時
思
想
を
承
け
つ
つ
、
「
物
と
し
て
我
に
非
ざ
る
無
し
」
と
い
う
世
界
が
開
け
る
と
し
て
「
意
必
固
我
」

を
「
未
発
」
に
お
い
て
「
絶
」
　
つ
た
め
に
静
座
に
邁
進
す
る
と
い
う
心
の
鍛
錬
を
語
る
。
か
か
る
思
考
は
中
央
に
登
用
さ
れ
な
い
人
士
の

士
と
し
て
の
衿
持
を
保
つ
理
論
と
し
て
機
能
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
鍛
錬
の
論
は
、
「
物
と
し
て
我
に
非
ざ
る
無
し
」
の
部
分
を

み
な
け
れ
ば
、
仏
学
の
そ
れ
と
酷
似
も
し
、
儒
学
仏
学
併
存
の
風
気
を
醸
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

朱
薫
の
父
朱
松
は
、
北
宋
末
の
赴
任
先
で
こ
う
し
た
場
に
出
会
っ
て
共
鳴
し
、
そ
し
て
南
宋
初
に
は
こ
の
地
と
人
と
を
選
択
し
た
わ
け

(
1
5
)

で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
定
論
」
以
降
の
朱
某
の
立
場
か
ら
は
、
「
そ
の
　
(
亀
山
の
)
門
人
の
蒲
子
荘
、
李
西
山
、
陳
黙
堂
な
ど
は
、
み
な

禅
を
説
く
」
(
『
朱
子
語
類
』
巻
一
〇
一
-
七
七
条
)
と
、
こ
の
人
脈
の
道
学
理
解
は
非
難
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
実
、
李
洞
に
師
事
し
た

未
定
論
期
の
三
十
五
歳
以
前
、
ま
た
そ
れ
以
前
の
二
十
代
前
半
の
禅
学
傾
倒
期
の
朱
薫
は
、
ま
さ
に
こ
の
福
建
北
部
の
道
学
人
脈
の
中
で
、

こ
の
風
気
を
受
け
て
成
長
し
た
。
朱
薫
自
身
こ
の
条
で
「
わ
た
し
が
前
に
李
先
生
に
お
会
い
し
た
と
き
に
は
、
と
り
と
め
な
い
道
理
を
説

き
、
禅
を
学
び
も
し
て
い
た
」
と
い
う
が
、
こ
と
に
李
個
師
事
以
前
は
陳
淵
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
儒
仏
併
存
の
精
神
に
あ
り
、
こ
の
人
脈

の
道
学
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
て
い
た
。
し
か
し
後
に
彼
は
、
「
理
」
の
意
義
を
あ
ま
り
顧
み
る
こ
と
な
く
「
心
」
に
傾
く
こ
う
し
た
程

言
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学
理
解
を
脱
皮
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
な
お
、
加
え
て
い
え
ば
そ
の
と
き
に
「
定
論
」
形
成
の
媒
介
と
な
っ
た
程
子
語
録
資
料
は
、
実
は

(
1
6
)

こ
の
福
建
北
部
の
道
学
人
脈
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
朱
某
の
初
期
思
想
、
及
び
「
定
論
」
形
成
の
二
局
面
に
お
い
て
、

こ
の
北
宋
未
南
宋
初
に
形
成
さ
れ
た
福
建
北
部
の
道
学
と
人
脈
は
、
朱
子
学
形
成
の
前
提
的
裾
野
を
な
す
の
で
あ
る
。

注(
1
)
　
楠
本
正
継
r
宋
明
時
代
儒
学
思
想
の
研
究
し
広
池
学
園
出
版
部
、
一
九
六
二
年
を
、
邦
文
の
良
質
な
も
の
と
し
て
あ
げ
て
お
く
。

(
2
)
　
荒
木
見
倍
「
楊
亀
山
小
論
」
(
九
州
大
学
「
哲
学
年
報
」
第
四
〇
韓
、
一
九
八
一
年
。
の
ち
百
国
思
想
史
の
諸
相
」
中
国
書
店
、
一
九
八
九
年
)
、
土
田

健
次
郎
「
楊
時
の
位
置
」
(
「
日
本
中
国
学
会
報
」
第
三
三
集
、
一
九
八
一
年
)
。

(
3
)
　
四
部
叢
刊
広
編
所
収
、
も
と
昆
山
徐
氏
伝
是
楼
所
蔵
宋
柴
本
影
印
本
を
使
用
し
た
。

(
4
)
　
陳
確
、
字
豊
中
、
号
了
翁
、
了
斉
。
陳
確
に
つ
い
て
は
、
荒
木
見
悟
「
宋
儒
陳
確
に
つ
い
て
ー
北
宋
に
お
け
る
一
士
人
の
精
神
生
活
」
(
r
宇
野
哲
人
先
生

白
寿
祝
賀
記
念
東
洋
学
論
叢
二
九
七
四
年
。
の
ち
「
中
国
思
想
史
の
諸
相
」
所
収
)
参
照
。
な
お
こ
の
論
文
(
「
中
国
思
想
史
の
諸
相
」
所
収
版
)
は
彼

の
没
年
を
宣
和
六
年
(
二
二
四
)
と
す
る
が
、
「
陳
集
」
巻
二
一
「
祭
叔
祖
右
司
文
」
に
、
こ
の
文
を
陳
淵
が
書
い
た
の
が
宣
和
四
年
と
あ
る
の
に
よ
り
、

西
紀
一
一
二
二
年
と
み
た
い
。

(
5
)
　
楊
時
の
語
録
の
各
巻
に
は
発
言
時
期
、
土
地
名
が
記
さ
れ
る
が
、
陳
淵
も
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
お
お
む
ね
赴
く
。
し
か
も
語
録
の
年
代
は
陳
淵
師
事
後
で

あ
る
。
語
録
の
記
録
に
陳
淵
が
関
わ
る
か
。

(
6
)
　
羅
従
彦
と
の
交
遊
は
、
紹
輿
二
年
(
二
四
一
)
に
往
時
を
回
顧
し
て
「
予
れ
仲
素
と
交
を
定
む
こ
と
幾
ん
ど
四
十
年
」
(
r
汝
章
集
」
巻
一
六
所
収
、

陳
淵
「
語
孟
師
説
朕
」
)
と
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
陳
淵
が
楊
時
に
師
事
し
は
じ
め
た
後
の
二
十
代
後
半
、
羅
従
彦
は
楊
時
に
師
事
す
る
前
の
三
十
代
前

半
か
ら
始
ま
り
、
羅
従
彦
の
死
ま
で
続
い
た
ら
し
い
。
ま
た
羅
従
彦
を
通
し
て
の
も
の
か
、
南
宋
初
に
は
陳
淵
は
朱
松
と
も
交
流
が
あ
っ
た
(
r
陳
集
」
巻

一
八
「
答
朱
喬
年
吏
部
」
)
。

(
7
)
　
福
建
道
学
人
脈
が
複
雑
に
繋
が
り
あ
っ
て
い
る
例
と
も
て
、
朱
某
の
講
友
何
鏑
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
す
な
わ
ち
何
銭
の
妻
は
、
陳
淵
と
同
じ
く
揚
時
の
女

を
姿
っ
た
李
郁
・
字
光
祖
・
号
西
山
の
姪
で
あ
り
、
何
鏑
の
父
何
党
は
、
程
顕
門
人
の
馬
伸
に
学
び
、
南
宋
初
に
朱
斉
の
父
朱
松
や
、
朱
某
の
義
弟
花
念
筏

の
父
花
如
圭
ら
と
旧
知
で
あ
っ
た
。
世
代
を
継
承
し
て
幾
重
に
も
重
な
っ
た
学
緑
血
縁
結
合
が
あ
る
中
で
朱
某
と
何
銭
と
の
出
会
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
拙

稿
「
中
国
南
宋
初
に
お
け
る
関
北
士
人
の
心
性
論
と
朱
子
学
-
朱
某
と
何
縞
の
交
遊
を
て
が
か
り
と
し
て
-
」
(
「
国
際
文
化
研
究
科
論
集
」
第
二
号
、
東
北

大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
、
一
九
九
四
年
)
。
も
と
よ
り
楊
時
の
婿
と
し
て
李
郁
と
陳
淵
の
問
に
も
親
交
が
あ
っ
た
(
r
陳
集
」
巻
一
七
「
筈
李
光
祖
」
)
。

(
8
)
　
注
(
2
)
土
田
論
文
七
九
貢
以
下
、
参
照
。

六
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(
9
)

(
1
0
)

(〓)
(
1
2
)

(
1
3
)

(
1
4
)

(
1
5
)

(
1
6
)

程
顕
の
い
わ
ゆ
る
「
識
仁
窟
」
に
す
で
に
構
図
が
明
確
に
出
て
い
る
。
拙
稿
「
程
顕
-
万
物
一
体
の
仁
の
提
唱
者
-
」
(
日
原
利
国
編
r
中
国
思
想
史

下
」
　
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
七
年
)
参
照
。

注
(
2
)
荒
木
論
文
九
貢
以
下
、
参
照
。

注
(
2
)
土
田
論
文
八
〇
貢
、
参
照
。
「
静
の
思
想
の
深
化
」
に
つ
い
て
は
、
注
(
1
)
楠
本
書
一
七
三
頁
以
下
、
参
照
。

彦
親
に
は
文
集
r
高
峯
文
集
」
巻
が
残
り
、
中
に
陳
淵
宛
の
書
簡
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
本
件
に
関
わ
る
書
簡
は
み
え
な
い
。

賛
と
か
序
と
か
碑
記
と
か
経
注
と
か
の
仏
教
に
関
す
る
著
述
の
有
無
が
、
仏
教
と
の
関
わ
り
の
深
さ
を
は
か
る
一
つ
の
め
や
す
と
も
な
る
が
、
陳
淵
に
は

そ
の
よ
う
な
著
述
が
あ
る
形
跡
は
な
い
。

注
(
2
)
荒
木
論
文
は
、
陳
確
の
心
境
を
理
解
す
る
材
料
と
し
て
末
尾
で
本
詩
に
ふ
れ
る
。

茄
子
荘
(
名
歳
)
は
、
朱
松
が
北
宋
末
に
福
建
北
部
に
赴
任
し
た
と
き
に
楊
時
門
人
中
で
羅
従
源
と
と
も
に
親
し
く
交
わ
っ
た
人
。
陳
淵
と
も
親
交
が
あ
っ

た
　
(
r
陳
集
」
巻
七
「
道
出
南
浦
見
茄
子
荘
十
首
」
)
。

拙
稿
「
関
北
に
お
け
る
朱
松
と
朱
某
-
程
氏
語
録
資
料
の
収
集
を
め
ぐ
っ
て
」
(
「
集
刊
東
洋
学
」
第
六
二
号
、
一
九
八
九
年
)
。

亮
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陳淵的思想一在北宋末南宋初期的承継道学的一箇面貌

市　来　津由彦

本論文研討在北宋末南宋初時期福建北部地区出身的士人陳淵(1077-1145)

的思想。根拠這研討,本文試図照明出来在南宋中期従這地区出現来的朱嘉的

思想被形成的環境。梗概如下:

1.導言;従在北宋末南宋初時期的地区的学緑網絡的視点,応該再次検討従

二程到朱嘉的旧来的師承学統論。

2.本文主要地従限陳淵的叔祖陳確和陳淵的老師楊時的関係探討介紹陳淵的

足跡。

3.本文分析向楊時表明請益時的陳淵提出的質問和在楊時思想的影響下被写

出来的陳滑的存誠斎銘其他的資料。

4.本文研究在存誠斎銘上着出来的限在仏学的禅定似的修養法的意味。

5.結語;在朱某的初期思想和他的定論形成的両箇局面,在北宋末南宋初時

期被形成的這在福建北部的道学和其人脈成為朱子学被形成前提的山麓。




